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１．はじめに 

 鉄筋が著しく腐食した鉄筋コンクリート桁や補修課程

で鉄筋をはつり出したものでは，鉄筋とコンクリート間の

付着力が低下したり消失したりする．このような部材には

部材断面の平面保持を仮定する従来の耐力評価法は適用

できない．今回，付着損失を生じた鉄筋コンクリート部材

の曲げ耐荷性状をファイバーモデルに基づく解析により

検討したので，その結果を報告する．  

２．実験概要  

 解析の対象とした実験１）における試験体は，断面高さ

120mm，幅 115 mm，スパン長は 1,320mm で，被りコンク

リートはなく，付着損失範囲が 0 mm ,600 mm,900 mm お

よび 1,200 mm の４種類である（図-１参照．試験体番号

は B，6d，9d，12d）．引張り鉄筋の降伏点は 367N/mm2,

実験時のコンクリート強度はおよそ 23 N/mm2となってお

り，スパン中央部の間隔 200 mm の２点載荷で加力されて

いる．引張り鉄筋比が 2.5%の場合を解析の対象とした．

実験による荷重－スパン中央変位関係を実線で図-２に

示す． 

３．解析方法 

 ファイバーモデルに基づく解析モデルを付着損失長

1,200 mm の場合について図-３に示す．付着損失区間で

はコンクリート部を無筋コンクリート棒部材と鉄筋棒部

材で，また，付着損失区間外側は鉄筋コンクリート棒部材

で模擬した．各棒部材の軸心はそれぞれの原断面の図心と

した．鉄筋棒部材の端部はヒンジ構造を介しコンクリート

棒部材端部に剛体で連結した．コンクリート部の断面は

30×30 の要素に分割した．コンクリートの応力-ひずみ関

係には図-４に示すものを用い，鉄筋の応力-ひずみ関係は，

完全弾塑性として扱った． 

解析精度を確認するために，上側鉄筋のないものについ

て理論式をベースにした表計算（1スパンを 500 分割）に

よる方法２）と比較したところ，最大荷重の誤差は約 5%で

あった．部材中央付近上縁および支点付近下縁のコンクリ 
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図－3 解析モデル概要 
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図-2 荷重－中央変位関係 
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ートの部材軸方向ひずみ量は，図－５に示すように両解析

でほぼ一致した． 

４．模型実験のシミュレーション 

 実験にしたがって上側鉄筋も考慮したファイバーモデ

ルによる解析結果を，荷重－部材中央変位関係について破

線で図-２に併記した．解析は荷重増分法によったので最

大荷重までとなっているが，この範囲で解析は実験をシミ

ュレートできているといえる． 

５．パラメータ解析 

実構造物を想定した場合，引張り鉄筋および圧縮鉄筋の

鉄筋比は様々であり，また，コンクリート被り量・断面高

さ比は一般の模型試験体の場合よりも小さい．そこで，こ

こでは単純化して被りコンクリートのない部材を想定し，

鉄筋比を変えて解析を行った．解析対象部材の基本的な寸

法は上記の模型試験体と同じである． 

圧縮鉄筋がない場合の曲げ耐力（付着損失試験体の付着

健全試験体に対する曲げ耐力比）を図-６に示す．鉄筋比が

同じときは付着損失長が大きいほど，また付着損失長が大

きいときは鉄筋比が大きいほど耐力低下が生じ，解析の範

囲では著しいものは約 70%まで低下することがわかる． 

 引張り鉄筋比が2.5%で付着損失長が1,200mmの場合につ

いて，圧縮鉄筋(付着は健全)量をパラメータとした解析結果

を最大荷重について図－７に示した．図から分かるように付

着損失部材では圧縮鉄筋の存在により曲げ耐力が著しく増

加し（回復し），圧縮鉄筋量が 1％程度以上あれば曲げ耐力

は付着が健全な部材と殆ど同等になるといえる． 

６．あとがき 

 付着損失が生じた鉄筋コンクリート部材の曲げ耐力は，上

述のようなモデル化を行うことによりファイバーモデルに

基づく解析によって推定することができる．本解析法による

パラメータ解析結果を示した． 
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図－6 耐力比と付着損失長の関係 

図－7 曲げ耐力と圧縮鉄筋量の関係 

(引張鉄筋比 2.5％，付着損失長 1.200mm)
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図－4 コンクリートの応力－ひずみ関係

図－5 部材軸方向コンクリートひずみ 
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